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　ファイナンス信用度をAI技術で
─J.Scoreは、日本で初のスマート
フォン向けスコア連動型Fintechサー
ビスである。
　与信モデルの構築には、年齢・年
収などの属性データに加え、従来の
金融機関ではほとんど利用されてい

　「日本の隅々までIoT圏外をゼロ
に」とのスローガンを掲げ、携帯電話
通信網の圏外が多い地域向けに開
発したIoT通信インフラサービスが、
フォレストシーの「里山通信」である。
　LoRaWANを活用した実証実験を
行った際、20ｍWの電波出力規格で
は通信距離が短いと実感。250ｍW
の出力に対応したLoRaプライベート
対応機器の開発を行い2018年に提
供を開始した。
　見通しで最大200km、険しい地形
でも5〜10kmの通信距離を達成し、
獣害対策などでの実用に沿うものと
なった。双方向通信にも対応。2019
年2月時点で50地域以上の自治体の

スマホだけでできるスコア連動型金融サービス

日本の隅 ま々で、“IoT圏外”をゼロにするインフラサービス

なかった金融機関での取引履歴や
ネットショッピングの利用履歴、さら
にはスマートフォンによって初めて活
用できるようになった運動や学習習
慣などの行動データを用いている（情
報は顧客が同意したもののみ利用）。
　最新のAIスコアエンジン（機械学

里山、中山間地で採用されている。
　山奥の状況をカメラで見える化す
る、登山者に見守り端末を渡し位置情

習）により、ビッグデータの読み取りや
人が気づかなかった隠れた性質の学
習・予測を実現した。公正さや透明性
を実現し、特に若い世代に対して金
融サービスの公平な利用機会を提供
することが可能となった。
　利用者はスマートフォンだけでサー
ビスを活用でき、来店などは一切不
要である。AIスコアに基づき、個々
に最適化された条件でのレンディング
サービスの利用を実現した。
　チャットUIを採用するなど、モバ
イルでの使いやすさを追求し、モバ
イルアプリ版では生体認証付きパス
コードロック機能など、セキュリティに
も配慮している。

報やSOS信号を出せるようにする、簡
易的に地滑り検知を行うなど、多様な
IoT通信サービス利用が期待される。
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図　スマートフォンからできるAIスコア・レンディング
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図　あらゆる場所でIoT 通信を実現する「里山通信」

LP-WAVEの場合
端末どうしが直接通信できる
エリアが非常に広域！
・少ない中継機で広域カバーできるた
め機器の管理負担が軽い
・中継部分で通信が途切れるリスクも
少なく、災害にも強い

・端末ごとの通信費が不要

クラウド 見通し距離最大200km
険しい山間部でも数km～数10kmもの
通信距離
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LP-WAVEの場合
親機と子機が直接通信できるエリアが非常に広域！
・少ない中継機で広域カバーできるため機器の管理負担が軽い。
・中継部分で通信が途切れるリスクもすくなく、災害にも強い。

携帯回線の場合
・携帯圏内でしか繋がらない
・端末ごとに通信料がかかる

見通し距離最大200km
険しい山間部でも数km～数10kmもの通信飛距離
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特定少電力無線（出力20mW）の場合
・見通しでも100mから1km程しか電波がとばない
・広域をカバーするには多くの親機もしくは中継機が必要
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対象分野 Fintech

対象分野 里山・中山間地の通信手段
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